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Ⅰ.経営紹介
面積： 土地 10,721.3㎡ （3,248坪） 地目も評価額も宅地

ﾊｳｽ 5,989.2㎡ （1,814.9坪) 全て宅地

生産品目： シクラメン 300,000鉢
ｻﾝﾊﾟﾁｪﾝｽ 410,000鉢
その他 90,000鉢 合計800,000鉢

特徴： 施設面・・・融雪型連棟パイプハウス
販売面・・・全量直接販売
経営面・・・徹底した経営分析



Ⅱ. 本題 『コンクリート農地の件』 (当社の例)
固定資産評価額 （当地区）

宅地 4,670円／㎡ Ⓐ
宅地（農業用施設内地） 2,079.9円／㎡ Ⓑ

農地 田 89.9円／㎡ Ⓒ
畑 34.0円／㎡ Ⓓ

Ⓐ ：Ⓒ ＝ 51.95倍
Ⓐ ：Ⓓ ＝ 137.35倍
Ⓑ ：Ⓒ ＝ 23.14倍
Ⓑ ：Ⓓ ＝ 61.17倍

固定資産税 ＝ 評価額 × 1.4％



参考資料 － 1
施設園芸用地等の取扱いについて
（平成14年4月 経営局構造改善課から地方農政局生産経営部長宛）

（1） 農地にあたるもの （2） 農地にあたらないもの



参考資料 － 2
施設園芸用地等の取扱いについて
（平成14年4月 経営局構造改善課から地方農政局生産経営部長宛）
（3） その農地の農作物の栽培の
ために不可欠な通路等
（全体を農地として扱うもの）

（4） 農地として認められない
部分を含む場合



参考資料 － 3

農業用施設用地の大規模野菜生産施設等建築による、
農地転用基準の見直し
（規制・制度改革に関する閣議決定事項に係るフォローアップ調査）抜粋
平成23年7月22日 閣議決定

（1） 農地の定義等について



（2） 建物の内部や屋上を利用した農作物栽培の例

（3） (社)日本施設園芸協会の見解



Ⅲ. 課題
1.品質の追求・・・・・病害対策

2.コストの追求・・・・・利益追求

3.作業環境の追求・・・・優秀な人材の確保

4.今後の日本の農業のあるべき姿

5.園芸先進国の例

6.すでにやったものも、本来のあるべき地目に
戻せる決定を、、、

~ ありがとうございました。

よろしくお願い致します。~


